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１． はじめに 

 八王子は約 58 万人もの人口と 186.31 ㎢の面積

を有する，人口と面積ともに大きな市である．上恩

方町や小津町のような自然に囲まれた環境もあり，

買い物や病院といった，生活のために車が欠かせ

ない住民も多く生活している．車を所有する世帯

は問題ないものの，身体障害者や免許を返納した

高齢者などにとっては大きな問題である． 

このような死活問題を解決するため，「特定非営

利活動法人八王子共生社会推進会議（もやい）」は，

八王子市内の障害者や高齢者向けの生活支援を行

っている団体に対して，トヨタ・モビリティ基金に

よる助成を受けて，車の無償貸し出しや運転者の

育成などの活動を行っている．しかし，もやいの活

動には，電話での予約受付・対応，詳細な活動記録

など，煩雑な事務作業が多数存在しており，人的に

も時間的にも多大なコストがかかっていた．この

コストは，もやいの活動を今後さらにスケールさ

せるうえで障害となりえる． 

そこで，本研究ではもやいが構築する移動支援

ネットワークの構築・拡大を目的として，前述の負

担を軽減し，もやいの活動を円滑化するシステム

の提案と一部実装を行った． 

 

２．提案するシステム 

数回のヒアリング調査を通し，作業効率化と今

後のもやいの活動をさらに活発なものとするため

に，次に示す３つの機能を有するシステムの開発

が必要であると考えた．  

 

2.1 車貸し出しの予約機能 

車を貸し出す為に，地域の生活支援団体から車

の予約を受け付ける必要がある．従来の体制では，

予約受付を電話で行っており，もやいのスタッフ

は受付時間中，常に電話の受付対応ができる体制

を整える必要があった．そこで，貸し出し予約のた

めの専用 Web システムを開発し，生活支援団体が

予約する際の利便性向上と，もやいスタッフの業

務負担軽減を達成する仕組みづくりを目指した． 

 

2.2 運行日報の集計機能 

車の借主は，車を返却する際，所定の様式で「運

行日報」を提出する．もやいは 1 ヶ月毎に，その

運行日報を元に活動の記録を「運行データ」として

集計しなければならず，従来は Excel による手作

業でこれらの業務を行っていた．そこで，これらの

運行情報を電子的に蓄積し，集計するシステムを

開発し，業務負荷の軽減と効率化を目指した． 



2.3 GPS ログ機能 

 GPS ログ機能は，貸し出した車が実際に通過した

道路や，各所での走行速度などを記録及び可視化

する機能であり，集めたデータを分析することに

より，配車の効率化や運転の安全評価に役立てる

ことができると考えられる．現在位置の取得は，各

車両に GPS 搭載の小型マイコンを設置し，一定間

隔で現在位置をシステムのサーバーに送信する独

自のシステムを開発することで実現する． 

 

３．実装したシステムと現在の運用状況 

2020 年 9 月現在，前述の３つの機能のプロトタ

イプを実装済みであり，運航日報の集計機能と，

GPS ログ機能は既に運用されている． 

GPS ログ機能は 2019 年 11 月から実証実験を開

始し，データをリアルタイムで集めており，現在は

収集したデータの可視化機能の開発を行っている． 

日報の集計機能は，テスト運用を経て 2020 年 8

月より本格的に運用を行い，現在も稼働している． 

GPS ログ機能の画面を図 1 に，日報の集計機能

の画面を図 2 に示す． 

 

 

図１ GPS ログ機能による移動軌跡の可視化 

 

図２ 日報の集計機能 

４．今後の展望 

 現在，予約機能と GPS ログ機能から得られたデ

ータの可視化部分を開発中である．また，GPS ログ

機能は 2020 年 9 月現在，1 台のみで実証実験を行

っていたが，10 月より，5 台の車による運用を開

始する予定である．このテストにより，貸し出され

た車の詳細な運用状況を分析することが可能とな

るため，それらの分析を通して，配車の効率化や運

転の安全評価の手法についても検討していきたい． 

最終的には，このシステムで集めた予約の傾向

や車の移動記録等の情報を利用することで，移動

支援を受ける高齢者や障害者，移動支援を提供す

る団体，モビリティを提供するもやい，そして八王

子市．それぞれがそれぞれの立場で現状を可視化

し，問題点を分析し，その支援ネットワーク全体を

最適化していけるような，「地域密着型モビリティ

サポートプラットフォーム」を構築することを目

指す． 

 

５．まとめ 

 八王子市は人口・面積ともに大きく，徒歩や自転

車での移動が困難で，車を所有しない高齢者や障

害者が多数生活している．これらの方々の外出を

支援するために，八王子共生社会推進会議「もや

い」は，車の無償貸し出しなど，地域の移動・送迎

を支援するネットワーク構築を行っている． 

我々は ICT を用いてもやいの活動を円滑化する

ことで，もやいが目指す「移動支援ネットワークの

構築と拡大」を加速させることを目指している．具

体的には 3 つの機能をもつ Web アプリケーション

システムを開発することで，業務の円滑化と効率

化が実現できることが分かった．現在，その全ての

機能に関して，プロトタイプを開発済みであり，順

次本格運用のための実証を進めている． 

今後は，システムの更なる改善と新機能の実装

等を行い，最終的には収集したデータから，支援ネ

ットワーク上の人々がそれぞれの立場で現状を可

視化・分析し，全体を最適化可能な「地域密着型モ

ビリティサポートプラットフォーム」の実現を目

的として，システムの改良を続けていきたい． 


